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精神障害者地域生活支援 
とうきょう会議 
運営委員会 議事録 
 
期日：2014 年 1 月 15 日（水） 
時間：19:00～21:00 
場所：すぎなみ１５１ 
司会：鈴木卓郎     記録：丹菊敏貴 
参加者：理事 4 名中 2 名、監事 2 名中 2 名、運営委員 11 名中 3 名、 
    センター部会 2 名、事務局 4 名中 3 名、会員  名   計 12 名 
理事（出席者は氏名の前に○） 
○ 鈴木 卓郎  金川 洋輔  近藤 淳 ○ 半田 佳子 

監事 

○ 小見山 政男 ○ 佐藤 あゆみ     

運営委員 

 東 貴宏  今村 まゆら ○ 小宮山 郁夫  斎藤 隆彦 

 佐藤 有紗  佐野 澄子  瀬川 聖美 ○ 田中 直樹 

 西根 博貴 ○ 蓮沼 和音  樋口 勝   

        

支援センター部会からの参加 
○ 韮塚 明 ○ 中居 克     
事務局 
○ 丹菊 敏貴  亀山 元 ○ 新堀 裕樹 ○ 三村 豊 
会員の参加 

        
 

 
1. 項目：2014 年度社員総会 
担当：事務局 丹菊敏貴 

【要旨】 

 法人設立後第 1 回目の定期社員総会の日程をご検討ください。 

【検討の概要】 

 5 月中に実施できることが望ましい。 

【結論】 

 2014 年 5 月 31 日（土）に開催予定とすることになりました。 

 会場候補として、井之頭病院と日本福祉教育専門学校が挙がり、使用可否について井之頭病院を

蓮沼さん、日本福祉教育専門学校を鈴木卓郎さんが問い合わせをして確認することになりました。 

 総会までの準備日程は事務局が作り運営委員会メーリング・リストにて諮ることになりました。 
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2. 項目：厚生労働省の地域移行支援に関する調査研究事業 
担当： 鈴木卓郎 

【要旨】 

 理事会からの報告 

 厚生労働省の片山専門官から、調査研究事業として地域移行支援に関する調査を「とうきょう会

議」で受けてもらえる可能性があるのかについての問い合わせを 2013 年 12 月 20 日（金）に受け

た旨、2013 年 12 月 24 日（火）に、金川さんから役員メーリング・リストを通して、報告及び検

討要請がありました。 

 厚生労働省に対する回答期日が迫っていたこともあり、理事会が役員のメーリング・リストを通

じて意見交換を行い、対応方針を決定することになりました。 

 検討の結果、調査期日、支給される調査費用、実動できる人員と、通常業務と並行して調査作業

を行う必要性などの点から、「とうきょう会議」単独でこの調査を受けるのは難しいという結果と

なり、その旨厚生労働省に伝える事になりました。 

 厚生労働省は、全国組織である「あみ」にも声をかけていることがわかっていたため、「あみ」

が受託するのであれば、「とうきょう会議」は「あみ」の調査実施に協力することはありえる旨合

わせて厚生労働省に伝える事になりました。 

【検討の概要】 

【結論】 

 理事会からの報告を受けました。 

 

3. 項目：精神保健福祉法改正に関する勉強会の企画の提案 
担当： 鈴木卓郎 

【要旨】 

 2014 年 4 月から施行される精神保健福祉法改正に関する勉強会をやっておくべきなのではない

かと考えます。 

 研修部会だけに任せるのは負担が大きいので、運営委員会企画として実施できればと考えますが、

ご意見をお願いします。 

【検討の概要】 

 どれくらいの規模で実施するのか。多くの会員と共有できることが望ましい。 

  今回の精神保健福祉法の改正をどのようにとらえるのか、どのような内容にするのか。今回の

改正内容から批判的なことは指摘しだしてもきりがない。今回の改正を良い方向で運用する病院が

でてくれば、そうした事例を取り上げ広めることが大切だと思う。法改正の概要を共有し、改正に

よる変更事項毎に、関係者から話を聞くことができれば、より実態的な内容になるのでは。 

 いつやるのか。施行前である今年度中に実施するという考え方もあるし、施行後少し動きがでて

きたところで実施するという考え方もある。 

【結論】 

 社員総会企画研修として、2014年5月31日に設定された総会終了後開催する方向となりました。 

 研修企画は、研修部会が事務を担当し、運営委員会から企画担当者として、とりあえず鈴木卓郎

がなることになりました。東さん、金川さんにも協力依頼をすることになりました。 
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4. 項目：東京都との連携 
担当： 事務局 丹菊敏貴 

【要旨】 

 報告 

 前回の運営委員会で懸案事項となった、地域生活支援事業の分野については、支援センター部会

で調整し担当者を決めることになっていました。 

 2014 年 1 月 10 日の支援センター部会の事務局で検討した結果、事務局のみでは判断が難しいこ

とから、2 月 5 日の支援センター部会の世話人会に諮ることになり、その結果を待つこととなりま

した。また、地域生活支援事業の分野について、支援センター部会では近藤さんの協力も得られる

ものと理解していましたが、前回の議事録には記載がなかったので再確認を求められました。近藤

さんは本日の運営員会を欠席されているので、次回の運営委員会で確認することになりました。 

 サービス推進費関連については、授産連の浅川さんに来ていただき、お話を伺った上で方向性を

検討し、担当者を決めることになっていました。事務局で浅川さんに確認したところ、今回の運営

委員会への参加は難しいが、2 月の都合の悪い日をお伝えくださったので、2 月の運営委員会を浅

川さんのご都合の良い日に設定し、お話を聞くことができるよう調整しています。 

【検討の概要】 

【結論】 

 報告を受けました。 

 

5. その他 （各部会報告・連絡等） 
◆相談支援従事者研修企画部会 

 現任研修、コース別研修も事業指定を受けられることになる。 

 とうきょう会議として、現任研修、コース別研修を受けるのか。 

 部会内では、受けていったほうがよいという意見がでている。 

 現在の体制では実施が難しいので、とうきょう会議内の研修組織の再編が必要ではないかと考え

ているので、研修部会及び各部会にある研修係と検討作業に入りたい。 

◆東京都自立支援協議会 

◆東部ブロック 

◆スポーツ企画部会 

 30 回大会の反省会を兼ねたスポーツ企画部会は、明日 1 月 16 日(木)に行われます。 

 2013 年 12 月 4 日に開催された第 30 回東京都スポーツ交流祭精神障害者バレーボール大会の参

加チーム・事業所数は、昨年と比べると出場チームが 9 チーム減少し、事業所は 16 減少していま

す。 

 参加者数では、メンバーが 147 名減少しました。参加者はボランティア等を含め 1,213 名と昨年

と比べ 158 名減少しました。 

 今後の予定は次の通りです。 

 1 月 22 日(水) 東京都障害者スポーツ大会バレーボール競技（精神障害者部門）の支援 

 例年であれば 2 月～3 月に予定される東京都フットサル大会は、今年度、国民体育大会の開催地

が東京であったことに伴い（スポーツ祭東京 2013）、第 13 回全国障害者スポーツ大会の開催があ

り、第 1 回全国精神障害者フットサル大会（オープン競技）の開催運営をスポーツ企画部会で行い、

例年の東京都スポーツ交流祭精神障害者バレーボール大会の開催運営も行ったことから、今年度の

開催を見送り、2014 年 5 月に行えるよう準備をする方向です。 

 明日開催されるスポーツ企画部会で正式に決めて、詳細はメーリング・リストにて会員の皆様に
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お知らせいたします。 

◆広報部会 

◆研修部会 

 すでにご案内を配布いたしましたが、下記内容で事業事例検討会を行いますので、多数のご参加

をお願いいたします。 

 テーマ：「これで良いのか？私の支援 ～当事者のお二人に聞く支援のヒント～」 

 講 師：中林澄明さん、半田佳子さん 

 日 時：平成 26 年 1 月 25 日（土）14:00～16:30 

 場 所：井之頭病院 1 号館 9 階大会議室 

 参加費：会員は無料 非会員は 500 円 

 定 員：100 名 

 申込締切：平成 26 年 1 月 22 日（水） 

◆調査部会 

◆支援センター部会 

◆都精民協担当 

 次回の都精民協 

 日時：2014 年 2 月 12 日（水）18:15～ 

 場所：東京都社会福祉協議会会議室 

 内容：「サービス等利用計画について」（講師 金川洋輔さん）、その他 

◆事務局 

 以下の点について 2013 年 12 月 10 日の理事会で決定がありましたので報告いたします。 

1．会費規程について 

 1 年度当たりの会費の上限額を設ける必要があるとの指摘から、理事会において検討されました。 

 検討の結果として、団体会費は 1 事業所について 5 万円（5 口）を上限とし、法人単位で会員になっ

ている場合は、法人傘下の事業所毎に前年度の収入実績に基づいて会費を算定いただき、その合算額を

納付いただく内容とすること、及びこれを 2014 年度の会費から適用することを決定しました。 

 この理事会決定に従い、事務局で会費規程を変更し、Tokyo Letter 及び会員メーリング・リストで周

知をしたうえで、2014 年度の会費から適用することとなりました。2013 年度分までの未納会費につい

ては、上限の適用はなく、旧会費規程にて算定することが合わせて確認されています。 

2．事務局員の承認 

 事務局体制強化の必要から、事務局より事務局員の増員の提案があり、新たに 2 名の事務局員の増員

が承認されました。 

 結果、事務局員は 4 名となりました。 

 事務局員：丹菊 敏貴、亀山 元、新堀 裕樹、三村 豊 

◆その他 

 

次回の運営委員会 月日（）19：00～ 場所：すぎなみ１５１ 

 次回の運営委員会の日程は、浅川さんをお招きする必要から、次の候補日について調整の上決定

することになりました。 

候補日 

2 月 17、18、24、25、28  

 
以上 


